



CIRAS discussion paper No.92 : 『カラム』の時代 XI --マレ
ー・イスラム世界の女性と近代 = The Age of Qalam XI --




















































































2016b: 20］。1955年1月29日に死去［Straits Times 1955. 4. 30: 
11］。
６） 第１号では、いずれ書籍にまとめて刊行するので記事の転載や













































































８） Ahmad Muhammad Qasimへの回答（第60号と第61号の2号分）、
Ahmad bin Haji Hasbullahへの回答（第105号と第106号の2号
分）、Osman bin Haji Salehへの回答（第128号～第132号の5号
分）、Saleh bin Muhammad Aliへの回答（第137号～第141号の
５号分）、Abdullah Thaniへの回答（第226号と第227号の２号分）
の16号分を５件と数える。
９） 「千一問」に質問が３回掲載されたのは、Muhammad Yusuf bin 
Taib（第９号と第30号と第63号）、Haji Ahmad bin Haji Salim（第
55号と第57号と第59号）、Raudhah Khatib Kampari（第197号
と第205号と第214号）の３人である。質問が２回のみ掲載され
たのは、Pemuda Angkatan Baru（第３号と第５号）、Ismail bin 
Haji Abdul Rahim（第６号と第７号）、Emas（第８号と第９号）、
Yaakob bin Abdul Wahab（第８号と第18号）、Muhammad 
Kurdi Abdul Salam（第23号と第27号）、Nik Hasan bin Nik 
Husin（第32号と第34号）、Abdul Mu’in Abdul Karim（第36号
と第37号）、Ahmad Affandi（第75号と第100号）、Ali bin Yusuf
（第77号と第99号）の９人である。
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　1950年11月号では５人の質問者のうち１人が
「Pencinta Perdamaian Masyarakat」（社会平和の愛好 
者）の筆名で、1950年12月号では４人の質問者のう































































































































































Singapore 10 9 15 4 5 5 2 3 2 1 1 0 2 1 4 2 0 0 1 67
Perak 27 29 20 4 6 3 6 8 2 1 0 0 2 0 2 2 5 3 2 122
Selangor 16 9 10 5 6 4 3 4 2 0 2 0 2 0 1 0 2 2 3 71
Johor 18 18 8 1 2 1 6 3 1 1 1 0 1 0 0 2 2 3 0 68
Kelantan 3 9 7 3 3 3 4 2 1 1 0 0 1 1 1 1 2 0 2 44
Kedah 5 14 7 3 0 0 2 4 0 0 0 0 0 1 1 2 2 1 0 42
P.Pinang 7 5 4 0 1 3 7 3 0 1 1 0 0 1 0 1 2 0 1 37
Terengganu 7 7 3 2 1 0 4 2 1 0 0 0 1 0 1 0 1 0 1 31
Melaka 5 5 2 3 1 0 1 2 1 0 0 1 1 0 1 1 2 2 2 30
Pahang 3 1 2 3 1 3 1 2 3 0 1 0 0 0 0 1 0 3 2 26
N.Sembilan 4 4 4 3 3 0 2 1 1 0 0 1 0 0 0 2 0 0 1 26
Perlis 1 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 4
Sarawak 5 1 4 0 0 0 6 3 0 0 0 0 0 0 1 0 0 1 0 21
North Borneo 0 1 0 0 1 1 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 5
Brunei 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2
Thailand 1 1 3 1 1 0 1 3 2 0 0 0 0 0 2 0 0 1 1 17
Indonesia 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1
不明 6 1 1 0 0 0 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 10
合計 118 116 90 32 32 23 50 40 16 5 6 2 11 4 14 15 18 16 16 624
累計 118 234 324 356 388 411 461 501 517 522 528 530 541 545 559 574 592 608 624
発行号数 15 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 10 11 12 11 10 12 225
「千一問」
掲載回数 15 12 12 12 12 9 12 12 9 4 12 6 5 4 10 10 11 10 12 189
「千一問」
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Halimah Ahmadi（1951年8月号）
　ネクタイ、帽子や膝の見える半ズボンを着用した場
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Puan Zaitun binti Abdullah（1969年6月号）
　タラーク・ラジーとタラーク・バーインの違いと、も
しあればその構成要件について説明してください。
Cik Fatimah binti Haji Dawud（1969年7月号）
　女性がヘア・スプレーをかけて礼拝を行った場合、
その礼拝は無効となりますか。
　蟻の死骸は容認された不浄でしょうか。もし牛乳や
油などの液体物の中に蟻の死骸がたくさん混入して
いたら、それは不浄と見なされますか。
むすび
　「千一問」の質問からは、よきイスラム教徒として
自らがどのようにふるまうべきかにとどまらず、相手
に正しいイスラム教徒としてのあり方をどこまで求
めてよいかを問うものが見られる。ここには、自らに
イスラム教徒らしさを求める社会の目を意識してい
る質問者の姿だけでなく、交際する相手にイスラム教
徒らしく振る舞うように求めることが相手との良好
な関係を保つことに有効であるかを検討している質
15投稿欄に見る雑誌読者コミュニティへの参加の欲求─「千一問」の女性名の質問を中心に　山本博之
問者の姿が垣間見える。「千一問」への質問は、イスラ
ム教徒として適切であるかを問う行為を通じて、日々
の生活実践に心をくだき悩んでいる自分の姿を『カラ
ム』の読者コミュニティに知ってもらう行為でもある。
　女性名の質問者による質問からは、『カラム』の読者
が日々の生活の中で直面していた悩みや課題の一端
をうかがい知ることができる。『カラム』の読者が住ん
でいたマレ ・ーイスラム世界は、植民地統治などを通
じて住民の多民族・多宗教化が進んでいた地域であり、
異教徒や異民族と混住する生活環境から生まれる異
教徒や異民族とのさまざまな社会的な接触がイスラ
ム教徒として妥当であるかを尋ねる質問が見られる。
また、注射や移植のような近代医学によってもたらさ
れた医療行為や、ヘア・スプレーのような新しい技術
や化学成分によりもたらされた道具の利用に関する
質問のように、近代化が進む中でマレ ・ーイスラム世
界にもたらされた科学技術をイスラム教徒として適 
切に利用するための指針を求める質問も見られる。
　このような質問は男性名の質問者からも寄せられ
ており、女性名の質問者に特有の質問であるわけでは
ない。しかし、ムスリム同胞団の団員名簿で女性名が
掲載されなくなったことに見られるように、『カラム』
の読者コミュニティにおける女性読者の存在が見え
にくい状況で、女性読者も男性読者と同様に、近代化
が進む多宗教・多民族社会においてイスラム教徒とし
て適切な生活実践を行うことに関心を持つとともに、
そのための指針を求めて個人として雑誌に投稿して
いたことを示している。
　「千一問」は、読者一人ひとりの悩みや関心に基づき、
よきイスラム教徒としての規範を模索し、それを『カ
ラム』誌の読者コミュニティで蓄積し共有する場だっ
た。その意味では、「千一問」担当者による回答も重要
であるが、他の読者がどのような質問をするのかを
共有することも重要な意味を持っており、このよう
な場に女性読者が積極的に参加していたことは、『カ
ラム』の読者が誌面を通じて読者コミュニティの存
在を実感する上での重要な意味を持っていたと言え
るだろう。
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